
農業委員会総会議事録 

1. 開催日時 令和 6 年 12 月 4 日（木）9 時 30 分から 11 時 42 分 

 

2. 開催場所 役場 2 階 大会議室（第 6） 

 

3. 出席委員（12 人） 

 会長         １番 宮島 勇 

 会長職務代理   ２番 野澤 典生 

 農業委員      ３番 青木 博子 

４番 飯澤 誠 

５番 小野 耕一 

             ７番 赤羽 秀介 

 推進委員         春日 昭利 

立澤 富朗 

                 根橋 俊夫 

                 大井田 亨 

                 有賀 則幸 

                 瀬戸 真一 

                           

4. 欠席委員       ６番 上島 栄子 

                 小松 英幸 

 

5. 議事日程 

議案第１号 農地法の規定に基づく許可について《諮問案件確認》 

議案第２号 農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について 

議案第３号 農地利用集積計画（農地中間管理事業）について 

議案第４号 農地利用配分計画（案）について 

議案第５号 非農地の承認について 

報告事項 

 

6. その他 

 

7. 農業委員会事務局職員 



 事務局長   役場産業振興課長 岡田 圭助 

 事務局次長  役場産業振興課補佐兼農政係長 田中 博 

           役場産業振興課農政係 中澤 貴子 

 

8.会議の概要 

＜岡田事務局長＞ 

皆さんおはようございます。定刻より若干早いですが、本日上島委員と小松推進委

員の 2 人が事前の欠席連絡がございまして、全員本日お揃いでございますのでただ

いまより会議を始めさせていただきます。 

先日はソルガムの脱穀作業大勢の皆さんに出席いただきまして誠にありがとうござ

いました。見学の方、そしてまた個人で取り組んでいる方も去年より多くご参加いただ

きましたので、だいぶソルガムの耕作について浸透が図られていると思いますが、また

皆さんのご協力をいただきながら進めてまいりたいと思いますのでよろしくお願いしま

す。 

それでは次第に基づいて進行させていただきます。野澤職務代理お願いします。 

（開会） 

＜野澤職務代理＞ 

おはようございます。いよいよ師走ということで忙しい中ではありますが、私達農業委

員会の方も今日議題結構ありますので、皆様に慎重審議いただいて有意義な総会と

させて頂ければと思います。よろしくお願いいたします。 

（会長あいさつ） 

＜宮島会長＞ 

どうもおはようございます。11 月の 21 日の県の農業委員会長野ということで出席さ

れましてご苦労様でした。それと今お話ありました 21 日にソルガムの脱穀という事で本

当にご苦労様でした。 

最近気温の変化もだいぶ激しくなりましたので、体調管理に十分気をつけて頂きた

いと思います。それから今月 17 日に忘年会ということで、この忘年会につきましては飯

澤さんのそば打ちと、私が刺身を諏訪の角上へ行って買ってきますので楽しみにして

いただいてぜひ堪能していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします 

 



（議事録署名委員の指名） 

＜宮島会長＞ 

それでは議事録の署名委員の指名ですが 3 番の青木さんと 4 番の飯澤さんの方

でお願いしたいと思います。 

（議事） 

【議案第１号、３条の規定による許可申請について朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

1番、所有権の移転でございます。地図は1ページをご覧ください。 

神奈川県横浜市…番地にお住まいの A さんが所有いたします、 

大字横川字飯沼沢…番、地目は畑、面積619㎡および 

大字横川字下飯沼沢…番、地目は畑、面積257㎡および 

大字横川字下飯沼沢…番、地目は畑、面積78㎡および 

大字横川字下飯沼沢…番、地目は田、面積369㎡および 

大字横川字下飯沼沢…番、地目は田、面積1707㎡、計5筆 3030㎡を、 

大字横川…番地にお住まいの B さんが譲り受けるものです。 

譲渡人の A さんは相続にて申請地を取得しましたが、町外にお住まいで耕作の予

定もなく、譲受人の B さんが譲り受け、農業経営の拡大をしたいということで申請があり

ました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、飯澤委員、立澤推進委員から意見書をいただいております。 

＜飯澤委員＞ 

それでは 1 番ですけれども、11 月 9 日に神田司法書士と立澤推進委員と私で立

会いをいたしました。この 5 筆につきましてはいずれも国調が済んでおりまして境界も

問題なく、また譲り受ける B さんについては認定農業者として機械等保有しておりまし

て、特に問題ないと思い同意をしました。よろしくご審議をお願いいたします。 

＜宮島会長＞ 



それではただ今の一番につきまして、何か質問、ご意見のある方の挙手をお願いし

たいと思います。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いし

たいと思います。（全員挙手）ありがとうございました。 

＜田中事務局次長＞ 

2番、所有権の移転でございます。地図は2ページをご覧ください。 

大字伊那富…番地にお住まいの C さんが所有いたします、 

大字伊那富字南原…番、地目は畑、面積268㎡を、 

大字伊那富…番地にお住まいの D さんが取得するものです。 

譲受人のＤさんは農業経営の拡大を目指しており、申請地が自宅に隣接しているこ

とからも利便性がよく、農業経営の縮小を考えておられた譲渡人のＣさんから取得する

ということで申請がありました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、上島委員、大井田推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜大井田委員＞ 

この件 11 月の 15 日に城倉行政書士さんと上島委員の 3 名で現地確認しておりま

す。今ご説明ありましたように、C さんは高齢のため農業規模を縮小したいっていうこと

と、D さんは親子で農業を推進して拡大していきたいっていう話の中で対象農地が D

さんの隣、接地して便利であるということもあって、譲り受けるというお話になっていま

す。ということで特に今は耕作地になっていますし、きちんとできていますので問題な

いかと思います。よろしくお願いします。 

＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうございましたこの件につきまして質問ご意見のある方の挙手をお願

いします。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと

思います。（全員挙手）ありがとうございました。 

＜田中事務局次長＞ 

3番、所有権の移転でございます。地図は3ページをご覧ください。 



大字伊那富…番地にお住まいのＥさんが所有いたします、 

大字樋口字窪畑…番、地目は田、面積1089㎡および 

大字樋口字窪畑…番、地目は田、面積1292㎡および 

大字樋口字窪畑…番、地目は田、面積470㎡および 

大字樋口字窪畑…番、地目は田、面積123㎡、計4筆 2974㎡を、 

中央…番地にお住まいのＦさんが取得するものです。 

譲渡人のＥさんは申請地で耕作されていましたが、農業経営の縮小を考えておられ

ました。譲受人のＦさんは、農地法の改正にともない農地取得の下限面積が撤廃さ

れたことで、このたび農地を取得し、農業経営の拡大をしたいということで申請があり

ました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、宮島会長、瀬戸推進委員から意見書をいただいております。 

＜宮島会長＞ 

この件につきましては所有権の移転ということで 11 月の 20 日の日に瀬戸委員と私

と行政書士の竹淵さんと立会いました。これは○○の信号機前の○○の下のところで

す。これで…番と…番っていうのが田んぼとなっていて、今の△△さんで耕作している

田んぼです。 

…番については今、菊の花がいっぱい植わっていてそれは畑のようになっていま

す。…番っていうのは今荒れていて、そこらへんをしっかり草刈りとか、管理してもらうよ

うなことでお願いしました。これについては特に問題がないと思いますのでよろしくお

願いしたいと思います。 

この件につきまして何か質問ご意見のある方の挙手をお願いしたいと思います。な

いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。

（全員挙手）ありがとうございました。 

＜田中事務局次長＞ 

4番、所有権の移転でございます。地図は4ページをご覧ください。 

大字伊那富…番地にお住まいのＧさんが所有いたします、 



大字伊那富字大原…番、地目は田、面積1211㎡を、 

同じく大字伊那富…番地にお住まいのＨさんが譲り受けるものです。 

譲渡人のＧさんと譲受人のＨさんは親子であり、生前贈与されるとのことです。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、野澤代理、小松推進委員から意見書をいただいております。 

＜野澤職務代理＞ 

報告いたします。11 月 20 日の日に司法書士の野澤健一さん及び小松推進委員、

私 3 名で現地で立ち会っております。地図ではちょっとはっきりわかりづらい図、古い

地図なもんですからわかりづらいですが新しく拡張した道路の脇ということで、基盤整

備また国土調査の行われた、きちんと境界も明確になっております。 

事務局からもご案内ありましたが、生前贈与という事で息子さんが会社をやりながら

田んぼを耕作したいということでありましたので特に問題ないかと思います。よろしくご

審議ください。 

＜宮島会長＞ 

ありがとうございました。この件につきまして何か質問ご意見のある方の挙手をお願

いします。無いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと

思います。（全員挙手）ありがとうございました。 

＜田中事務局次長＞ 

5番、所有権の移転でございます。地図は戻りまして1ページをご覧ください。 

大字横川…番地にお住まいのＩさんが所有いたします、 

大字横川字下飯沼沢…番、地目は畑、面積535㎡を、 

大字横川…番地にお住まいの J さんが譲り受けるものです。 

譲渡人のＩさんは相続にて申請地を取得しましたが、耕作の予定もなく、譲受人の J

さんが譲り受け、農業経営の拡大をしたいということで申請がありました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず



許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、飯澤委員、立澤推進委員から意見書をいただいております。 

＜飯澤委員＞ 

ただいまの議案番号 5 でありますけれども 11 月の 19 日に J さんと私と立澤推進委

員と立ち合いをいたしました。この農地も換地をして圃場整備を換地して国調も終わっ

ておりまして境界についての問題がありませんし、譲り受ける J さんについては、認定

農業者として取り組んでありますので同意をいたしました。よろしくご審議をお願いしま

す。 

＜宮島会長＞ 

ありがとうございました。この件につきまして何か質問、ご意見などある方の挙手をお

願いします。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いした

いと思います。（全員挙手）ありがとうございました。 

＜田中事務局次長＞ 

6番、所有権の移転でございます。地図は5ページをご覧ください。 

東京都日野市…番地にお住まいのＫさんが所有いたします、 

大字澤底…番、地目は田、面積1375㎡を、 

大字赤羽…番地にお住まいのＬさんが譲り受けるものです。 

譲渡人のＫさんは相続にて申請地を取得しましたが、町外にお住まいで耕作の予

定もなく、以前から貸借にて耕作されていたＬさんが譲り受け、農業経営の安定を図り

たいということで申請がありました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、青木委員、有賀推進委員から意見書をいただいております。 

＜有賀推進委員＞ 

11 月 18 日に青木さん、またＬさん本人の立ち合いのもとで現地調査を行いました。

いま話がありましたように農業規模の拡大をしたいという事でもって所有権の移転をな

さるそうです。国調も済んでおりまして、堺とかはっきりしていますので問題はないかと

思われます。よろしくお願いします。 



＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうございました。それではこの件につきまして質問、ご意見があれば挙

手をお願いしたいと思います。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙

手をお願いしたいと思います。（全員挙手）はい、ありがとうございました。 

【議案第１号、５条の規定による許可申請について朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

1 番、地図は 6 ページを、配置図は 7 ページをご覧ください。 

大字辰野…番地にお住まいのＭさんが所有いたします、 

大字辰野字羽場崎…番、地目は畑、面積 323 ㎡を、 

箕輪町大字中箕輪…番地にお住まいのＮさんが借り受け、住宅を新築するための

申請であります。 

譲渡人のＭさんとＮさんは親子であります。Ｎさんは現在町外のアパートにお住ま

いですが、家族が増え手狭になることから、将来を考え、父所有の農地に住宅を新築

したい計画であります。 

申請地は、宅地と山林に囲まれた 10ha 未満の農地で、いずれの農地区分にも該

当しない広がりのない農地であり、農地法第 5 条第 2 項第 2 号の第 2 種農地、消極

的 2 種と指定されますが、父所有の農地であり、他候補地を検討した結果、申請地が

最適であり、位置的代替性がなく、許可はやむを得ないと判断いたします。 

この件につきましては、赤羽委員、根橋推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜赤羽委員＞ 

11 月 14 日に業者と根橋さんと私で立ち合いを行いました。Ｎさんはお父さんのＭ

さんの実家の横にちょうど畑がありまして区画もしっかりしておりまして、特に問題ない

と思います。よろしくお願いします。 

＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうございました。それではこの件につきまして質問、ご意見のある方の挙

手をお願いしたいと思います。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙

手をお願いしたいと思います。（全員挙手）はい。ありがとうございました。 

 



＜田中事務局次長＞ 

2 番、地図は 8 ページを、配置図は 9 ページをご覧ください。 

大字赤羽…番地にお住まいのＯさんが所有いたします、 

大字赤羽…番、地目は田、面積 704 ㎡を、 

大字赤羽…番地に所在するＰが譲り受け、○○置場を新設するための申請でありま

す。 

譲受人のＰは現在の建て替え工事を行っており、敷地内に従来より設置されている

多数の○○を申請地に移転することで、建て替え工事後の敷地を整理し、機能向上

を図るものです。 

申請地は、宅地と山林に囲まれた 10ha 未満の農地で、いずれの農地区分にも該

当しない広がりのない農地であり、農地法第 5 条第 2 項第 2 号の第 2 種農地、消極

的 2 種と指定されますが、他候補地を検討した結果、申請地が最適であり、位置的代

替性がなく、許可はやむを得ないと判断いたします。 

この件につきましては、宮島会長、瀬戸推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜瀬戸推進委員＞ 

11 月 14 日に宮島会長、××さんと私とで、立ち合いを行いました。元々水田だっ

たところなんですが、十数年以上耕作されておらず、自己管理でしてきた場所でありま

して 境界とかもはっきりしております。いま事務局の方でも説明がありましたが、すぐ

裏側という事で立地条件も悪くないという事でやむを得ないかと思います。ご審議の方

よろしくお願いします。 

＜宮島会長＞ 

はいありがとうございます。この件につきまして何か質問ご意見のある方の挙手をお

願いしたいと思います。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお

願いしたいと思います。（全員挙手）はい。ありがとうございました。 

【議案第 2 号、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について】 

＜田中事務局次長＞ 

利用権の設定であります。計 22 件、35 筆、面積は 41,422 ㎡、詳細は議案書の 7

ページから 8 ページの通りであります。経営面積・従事日数など農業経営基盤強化促



進法第 18 条第 3 項の各要件を満たしております。 

＜宮島会長＞ 

はい。ありがとうございました。ただいまの農業基盤の関係ですけども 22 件で 35 筆

ということの表になっております。この件につきまして何か質問ご意見のある方の挙手

をお願いしたいと思います。 

＜根橋推進委員長＞ 

一点良いですか？7 ページの一番下伊那富…ってあるんですが、これは新たに Q

さんが作るっていう計画ですか？  

＜事務局 中澤＞ 

これ新規です。 

＜根橋推進委員長＞ 

あの一般論としてはね、引き受けていただいて別に問題ないんですけど、今度これ

見て Q さんちょっと澤底だとかまだいいんですけど、横川だったり伊那富、これ宮木だ

と思うんですが、現状は見ていて本当に出来るのかなっていう不安があるんですけど

その辺今回のケースではあんまりつめるわけにいかないとは思うんですが、本人は本

当にできるんですかね。だから、どうしたらいいかね。今回の農地パトロールの担当の

宮所なんかでも一部、なんかね事務局に聞くと、Q さんが作る計画になってはいるが

現状は何もしてないのが発見されましてね。 

○○さん、多分これしっかりやられてた農地だと思うんですよね。それを今回水稲、

多分ネギ作っておられたんじゃないかと思うんだけど、それは水稲っていうことでね、

ちょっと不安があるけどそこまでの話かねこれは。どうなんでしょう Q さんの経営規模で

は。 

＜宮島会長＞ 

私もちょっとそこら辺心配しているんですけども、耕作していただくってことは大変担

い手の関係ですごい良いんですけど、今根橋さんが言う実際の経営に対しての確認

項目とか注意項目とか、そこら辺の規定をやっぱある程度していかないと、今みたいな

感じで心配になってしまうんですがそこら辺はどんなふうですかね。 

＜青木委員＞ 

それと一ついいですか？この間、澤底の田んぼが 2 枚しっかり残ってたの、きっとあ

れは Q さんだよねって言ったら案の定 Q さんで、11 月の中頃くらいに稲刈りしていた

んですけど、その後たまたま現地確認があって一緒になったので聞いたんです、あれ



はお米になるの？って。「ならねえら」、そういう言い方なので何のために作っているの

か。ただそれと今度新しくほら、1 枚また増えたでしょ。何のためにやっているのかねっ

て。一生懸命やっている人にしてみればそうですよね。なので、そのへんをもうちょっと

本人に認識してもらいたい。やるならしっかりやってほしいっていう、そういう思いがある

んですよ。 

＜根橋推進委員長＞ 

今回どこまで詰められるかわかりませんけど、今度 3 条を出してるわけですけども、

３条は今まで作ってたのを名義だけ、それはまだ良いとして、新たに増やしていくという

ケースは Q さんに対しては今後の営農計画について詳細に出してもらいたいとういこ

とは言った方がいいような気がするんですよね。 

特に人ですよね。機械はそこそこお持ちなんでしょうけども、どれだけやるマンパワ

ーがあるのかっということを、最低限でも年齢と従事日数、年間従事日数みたいなもの

を出してもらって、いや本当にこれでできるんですかっていう、そういう質問は失礼だと

すれば、どういう作業、特に田植えと稲刈りですよ。具体的にどういうふうな作業日程で

やるんですか、みたいな話をして出してもらう。 

それが合理的なものでなければ、むやみな無理のある経営規模拡大はちょっとやっ

ぱり問題があるんじゃないですか、という問題提起をした方がいいんじゃないかと思う

よね。そうしないと本当にだんだんこれ結局やってくれるって約束でいいなと思って一

般論的にいいなと思っても、また結果できなくて荒廃しちゃうみたいなね。あとは知らな

いみたいな話では非常に困るんで。何かその経営計画をちょっと詳細に出していただ

きたいということをどっかでメッセージとして出していただければと思います。 

＜宮島会長＞ 

そういうことが出れば自覚もね、してもらうということでいいと思うけどね。 

＜飯澤委員＞ 

今の Q さんの事なんですけど 川上でも何枚かやっていて、11 月の 4 日ぐらいに

稲刈りが済んだようなんですけれども、Q さんに貸してる人にたまたま会ってあの田圃

荒れちゃってたよね、ひどいことになってるよねっていう話をしたときに、貸してる人が

はっきりわかってないんですけれども、うんあれ誰かに頼んであるよって言ってるんで

すよ。多分、要するに Q さんがいて二重受みたいなね、下請けみたいな形の人がい

て、それに任しててっていう話が。それってそんな Q さんのスタッフがやるんじゃなく

て、何か別団体を回してるみたいな、なんかそんな言い方をされて。ちょっと混乱して

その先なんか聞いてないんですけど、それでも貸してる場合にはそういうことは誰それ



が耕作するとかいう話がきちっとなってないような。どこをどう突っ込んでいいかちょっと

わからないんですけれども、そんな話をちょっとこの前聞きました。 

＜根橋推進委員長＞ 

これ Q くんが斡旋しろと、私が作ったのは斡旋したんですけど実際やり始めたら違う

人がやってる。これどういうことなんだと言ったら、要するに又貸しなんですよ。 

又貸しが禁止されてるはずなのですが、そういうこと間に合わなくなっていろいろ地

域から言われればそのところだけはどっかで急遽誰かに又貸ししているっていう。だか

ら無理なんですねもう。 

マンパワー的にできないもんでそうやってると思うんですけど、それに対して全く当

事者として責任は感じてないので、なんかいけないのみたいな話なので、ちょっとそこ

も含めてね、全然原則からずれた話なのでちょっと強く警告した方がいいと思うんです

ね。その事例がもし本当だとすればね、警告すべき事案である。 

＜田中事務局次長＞ 

はい。すいません。いろいろなご意見ありがとうございました。 

最初の方でですね根橋さんの方からもお話がありました通り、所有者さんとの間で

同意をいただいて申請を今回はいただいてるということでありますので、今言われたそ

の農業経営、経営計画の確認ですとか、それから又貸しですかねその点に関しては

ちょっと事務局の方から Q さんの方にお話をして、今後の申請に関しては農業委員会

としても委員から厳しいご意見をいただいているということもお伝えしながらですね、確

認をさせていただければと思いますので、今回の案件については何とぞお認めていた

だければと思いますのでよろしくお願いいたします。 

＜宮島会長＞ 

今回は認めるとしても、その状況を 1 回説明してもらって、こういうことが意見でいっ

ぱい出てくるっていうことを直に言ってもらいたいっていうのと、地域計画のときに親父

さんが出てたの１回だけちょっと見たんだけど、息子さんですかね、ずっといろいろなと

ころ出てたんだけど、その人にもしっかり伝えておいてもらえば。 

他に何か意見ございますか。ないようですので採決したいと思います。それでは賛

成の方の挙手をお願いしたいと思います。(全員挙手)ありがとうございました。 

【議案第 3 号、農地利用集積計画（農地中間管理事業）の決定について】 

＜田中事務局次長＞ 

農地中間管理事業に関しまして、計 3 件、6 筆の利用権の設定であります。 



詳細は議案書 11 ページのとおりでございますが、農地中間管理事業による中間管理

候補農地整理簿に基づき、農地中間管理機構である公益財団法人長野県農業開発

公社と 6 筆、7,283 ㎡について 5 年の使用貸借権を設定するものです。 

【議案第 4 号、農用地利用配分計画（案）に対する意見について】 

＜田中事務局次長＞ 

農用地利用配分計画（案）については、議案第 3 号で集積を決定した農地につい

て、農地中間管理機構から受け手へ利用配分を計画するもので、すべての農地につ

いて認定農業者等、農地中間管理機構より位置づけられた担い手へ配分されます。 

詳細は議案書の同じく 11 ページをご覧ください。 

農事組合法人 R 営農へ 1 筆、804 ㎡について 5 年の使用貸借権を、S さんへ 5

筆、6479 ㎡について 5 年の使用貸借権を設定するものです。 

所有者もしくは相続人代表者と農地中間管理機構との間、および農地中間管理機

構と R 営農、S さんとの間ではそれぞれ事前合意がなされておりますが、農業委員会

は意見を述べることができますので、皆様のご意見を伺いたいと思います。 

＜宮島会長＞ 

それでは議案 3 号の集積計画についての質問ご意見があるかたは挙手をお願いし

たいと思います。ないようですので採決したいと思います。3 号につきまして賛成の方

の挙手をお願いしたいと思います。(全員挙手)はい、ありがとうございました。 

続きまして 4 号の配分計画ですがこの件につきまして質問、ご意見のある方は挙手

をお願いしたいと思います。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手

を願いしたいと思います。(全員挙手)はい。ありがとうございました。 

【議案第 5 号、非農地の承認について朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

1 番、非農地証明書の交付申請であります。 

詳細は議案書 13 ページ、地図は 10 ページをご覧ください。 

大字伊那富…番地にお住まいの T さんが所有いたします 

大字伊那富字北湯舟…番、地目は畑、面積 692 ㎡および、 

大字伊那富字北湯舟…番、地目は畑、面積 37 ㎡、計 2 筆、729 ㎡について申請

がありました。 



理由といたしましては、申請地は平成 16 年に農地法 4 条で駐車場用地として転用

されており、近隣の○○団地の入居者に利用されていましたが、現在は利用する人も

いなくなり、長年放置されている状況のまま現在に至っております。申請者が高齢であ

り、申請地を管理することができないことや、今回、駐車場用地のまま売買契約をする

にあたり、地目変更登記が早急に必要となることから、非農地とすることはやむをえな

いものと思われます。 

この件につきましては、上島委員、大井田推進委員にご確認いただいております。 

＜大井田推進委員＞ 

本件は 11 月の 6 日に辰野不動産と上島委員と私と３人で現地確認しております。

それで今ご説明ありましたように駐車場という形ですが、実際は荒れ地状態、もう車が

止めることは数年来なかったという状態です。この細いところはアスファルトで舗装はさ

れていますが、草も茂ってきており、その奥の方は砂利になってます。今のこの畑で

云々っていうことになりますと、ここはちょうどサルの被害が多発しているエリアで、とて

も山の際でもあり、作るという意欲は全く出てこない地域、荒地でもあり非農地化も致し

方ないと思いますので審議のほどよろしくお願いします。 

＜宮島会長＞ 

はいありがとうございました。それではこの件につきまして、何か質問、ご意見がある

方の挙手をお願いしたいと思います。ないようですので採決したいと思います。賛成の

方の挙手をお願いしたいと思います。(全員挙手)はいありがとうございました。 

＜田中事務局次長＞ 

2 番、非農地証明書の交付申請であります。地図は 11 ページをご覧ください。 

伊那市山寺…番地にお住まいの U さんが所有いたします 

大字赤羽…番、地目は畑、面積 315 ㎡および、 

大字赤羽…番、地目は田、面積 78 ㎡および、 

大字赤羽…番、地目は田、面積 1079 ㎡、計 3 筆 1472 ㎡について申請がありまし

た。 

…番につきましては、隣接地の法面の崩落や陽当たりが悪いため、農地としての利

用はできずに樹木や雑草が繁茂している状態です。 

…番と…番については、以前より湿地で沼のような状態となっており、農地としての

利用はできない状態です。 



このようなことから、申請地を農地に復元するのは容易ではなく、農地として利用さ

れる可能性もないことから、辰野町農業委員会非農地証明事務取扱要領の証明基準

に該当し、非農地とすることはやむをえないものと思われます。この件につきましては、

宮島会長、瀬戸推進委員にご確認いただいております。 

＜瀬戸推進委員＞ 

11 月 20 日なんですけれども、宮島会長、私、U さんの代理人の方と現地確認させ

ていただきました。ここはもう今現在耕作されてなく、もう本当に原野といったところで、

ここは昔から自然地帯で本当に沼地というか底なし沼というか、耕作が非常にしずらい

ところでありまして、現状一年中水が染み出てくるというか湧き出てくるというような場所

でとても機械を入れたら埋まってしまうような場所であります。 

境界等ははっきりしていますので問題がないかと思われますが、…番なんですけれ

ども、自宅の奥、こっちはもうヤマツキになってまして、ほとんど日が当たらない、また有

害鳥獣の被害等も受けやすいというところでここも耕作はなかなか難しいんじゃないか

と思われます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

＜宮島会長＞ 

ありがとうございました。この件につきまして何かご質問ご意見のある方の挙手をお

願いしたいと思います。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお

願いしたいと思います。(全員挙手)はいありがとうございました。 

それでは議案の方は終了します。 

（報告事項） 

＜田中事務局次長＞ 

それでは報告事項です。 

（１） 農地法第18条第6項の規定による届出について、合意解約計4件、議案書の14ペ

ージの通りであります。添付書類含め完備しておりましたので、事務局長専決によ

り書類を受理いたしました。 

報告事項は以上でございます。 

＜岡田事務局長＞ 

それでは長時間にわたりまして皆さん慎重審議いただきましてありがとうございまし

た。閉会の言葉を野澤職務代理よりお願いいたします。 

 



（閉会） 

＜野澤職務代理＞ 

慎重審議ありがとうございました。長時間にわたりましたけれどご苦労様でした。年の

瀬であわただしい中でございますし、先ほどもありましたけれども、体調管理に気をつ

けていただいてよい年を迎えいただけますよう祈念しております。本日はこれで閉会い

たします。ご苦労様でした。 

 

 

 

この議事録は、事務局が作成したものであるが、内容が正確であることを証するため、

これに記名押印する。 

 

令和  年  月  日 

会    長                 印 

 

議事録署名人               印 

 

議事録署名人               印 


